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令和 7 年度事業計画書 

１．工学教育の振興及び科学技術の発展に寄与する事業 

（1）常盤アドバンスドレクチャー「未来を切り開く技術開発」（会員対象の講座） 

2025（第 1 回講座）を常盤工業会定時総会開催日に開催する。 

日時 令和 7 年 5 月 31 日（土曜日）開催予定 

講師 赤田 倫治先生（山口大学工学部応用化学科教授） 

形式 オンライン（総会出席者は対面） 

主催 一般社団法人 常盤工業会 

2025（第 2 回講座） 

  日時・講師 未定 

  主催 宇部地区合同同窓会 

【開催要領】 

常盤アドバンスドレクチャー秋開催の主催については、各地域同窓会からの申請方式とし、

本部は必要に応じて経費や事務手続き等の支援を行う。主催する地域同窓会の決定は、実施

年度の前年度において、次年度に主催を希望する地域同窓会より申請書を提出していただき、

本部役員にて審査の上、決定する。 

（2）「ちじょう IT 勉強会」活動費の支援 

「ちじょう IT 勉強会」は、山口大学工学部知能情報工学科の卒業生や在学生が運営し、工

学部在学生を対象に初心者向け IT関連のセミナーやワークショップを開催している勉強会。

R7 年度の活動に対し支援を行う。 

２．山口大学工学部・在学生を支援する事業 

（1）山口大学工学部への寄付 

山口大学工学部の教育支援として寄付（主として「常盤工業会奨学金」の原資）を行う。 

（2）工学部ホームカミングデー行事の共催 

山口大学工学部主催の工学部ホームカミングデー行事を共催で開催し、経費の支援を行う。 

（3）常盤キャンパス「ワンコイン朝食事業」の支援 

工学部が実施する常盤キャンパス「ワンコイン朝食事業」の経費を支援する（工学部教育後 

援会・山口大学生協・本会で経費を分担）。 

（4）「常盤賞」表彰 

工学部学生（学部生および博士前期課程学生）において学業優秀者並びに課外活動優秀者を

表彰し、記念品を贈呈する。 

（5）「ときわスマートチャレンジ」  

  工学部学生が自由な発想で取り組む自主的なプロジェクト活動に対し、財政的支援を行う。 

（6）「常盤祭」の支援 

  「常盤祭」実行委員会に実施費用の一部を支援する。 
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３．会員の交流及び啓発を図る事業 

（1）会誌「常盤」の発行 

  ・夏号を 8 月、冬号を 2 月に発行する。 

・夏号は全会員に、冬号は会費納入会員に配布する。学生については夏号を全学生（帰省先） 

に、冬号は 1 年生（帰省先）に配布する。 

・会誌を通して常盤工業会と工学部の現況を会員に伝える。 

・常盤工業会ホームページに直近 3 年間のバックナンバー（WEB 版）を掲載する。 

（2）地域同窓会交流 

①地域同窓会代表者会議の開催

工学部ホームカミングデー開催日に合わせて 11 月に開催し、ホームカミングデー行事に

も参加する。また、地域同窓会相互、地域と役員、地域と母校間の情報交流を図る。懇親

会には学生を招待し、卒業生との交流を図る。

②各地域同窓会の活動に対する財政的支援

活動状況および会費納入者数に応じて財政支援を行う。

③各地域同窓会の総会に役員及び教員を派遣

地域同窓会と母校・本部との交流を図る。

（3）その他の交流 

①留学生と日本人との交流

宇部近郊に在住する留学生と日本人が共に学んだり交流したりすることができる国際的

な活動を行う団体等の活動に対して財政的支援を行う。

②卒業記念

学部卒業生に卒業記念品等を配布する。

③学生への周知・広報

入学時やオリエンテーション時に案内文等を配布し、常盤工業会の活動を PR する。また、

卒業時には、常盤工業会地域同窓会活動への参加案内、卒業後の住所連絡等を要請する。 

④山口大学同窓会

山口大学同窓会の事業に協力し、分担金の支出を行う。

（4）常盤工業会会館の運営 

①会館施設の有効利用

テナント、貸室および宿泊施設等を、会員をはじめ多くの方に有効利用していただく。

②維持管理（会館の老朽化に伴う喫緊の補修・修繕）

令和 6 年度より開始した「会館外回りの補修・修繕工事に関する長期計画」の 2 年目とな

る令和 7 年度は、引き続き会館北側外壁の部分的な補修工事を実施する。



予算-収支予算書

令和７年度収支予算

　　　　科　　　目 Ａ　R7年度予算 B 前年度（R6年度)予算額 増減（Ａ-Ｂ）

 Ⅰ 事業活動収支の部

（１） 事業活動収入

 会費収入 33,400,000 33,380,000 20,000

年会費収入 3,700,000 3,780,000 △ 80,000

終身会費収入 29,700,000 29,600,000 100,000

 会館施設貸付事業収入 6,584,960 7,068,960 △ 484,000

テナント家賃収入 4,884,960 5,568,960 △ 684,000

施設賃貸料収入 1,700,000 1,500,000 200,000

 雑収入 55,040 51,040 4,000

受取利息収入 5,000 5,000 0

雑収入 50,040 46,040 4,000

　　事業活動収入　合計 40,040,000 40,500,000 △ 460,000

（２） 事業活動支出

①事業費支出 43,257,171 40,902,481 2,354,690

　【工学教育振興事業】

　 講演会・講習会

　会場費 0 100,000 △ 100,000

　支払手数料 60,000 60,000 0

　旅費交通費 30,000 0 30,000

　助成費 160,000 160,000 0

　雑費 50,000 20,000 30,000

　【大学支援事業】

　寄付金支出 10,000,000 10,000,000 0

　負担金支出 1,200,000 1,200,000 0

　表彰費 250,000 250,000 0

　助成費 600,000 600,000 0

　【会員交流事業】

（会誌刊行）

　印刷費 2,800,000 2,700,000 100,000

　通信費 3,000,000 2,600,000 400,000

　消耗品費 300,000 270,000 30,000

　委託業務費 500,000 550,000 △ 50,000

　雑費 50,000 50,000 0

（地域同窓会）

　通信費 1,030,000 1,030,000 0

　会議費 100,000 100,000 0

　旅費交通費 1,000,000 1,000,000 0

　負担金支出 100,000 100,000 0

（他交流）

　留学生関係 250,000 500,000 △ 250,000

　記念品関係 600,000 600,000 0

　負担金支出 500,000 500,000 0

（会館施設）

　衛生費 400,000 320,000 80,000

　修繕費 200,000 300,000 △ 100,000

　水道光熱費 100,000 85,000 15,000

　租税公課 71,000 71,000 0

　雑費 70,000 70,000 0

収 支 予 算 書 

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで　　（単位　円）
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　　　　科　　　目 Ａ　R7年度予算 B 前年度（R6年度)予算額 増減（Ａ-Ｂ）

　【事業に係る経費】

通信費 176,400 151,200 25,200

機器使用料 8,316 8,316 0

給与・手当 7,980,000 7,714,560 265,440

福利厚生費 1,150,800 1,092,000 58,800

退職給付引当金繰入 16,800 16,800 0

租税公課 1,365,000 1,365,000 0

委託業務費 1,053,000 1,072,500 △ 19,500

修繕費 409,500 487,500 △ 78,000

損害保険料 192,855 192,855 0

消耗品費 210,000 252,000 △ 42,000

電灯電力費 780,000 780,000 0

水道光熱費 156,000 146,250 9,750

建物修繕費 6,337,500 4,387,500 1,950,000

②管理費支出 4,831,529 4,645,219 186,310

通信費 283,600 198,800 84,800

機器使用料 1,584 1,584 0

支払手数料 800,000 800,000 0

給与・手当 1,520,000 1,469,440 50,560

福利厚生費 219,200 208,000 11,200

退職給付引当金繰入 3,200 3,200 0

印刷費 550,000 500,000 50,000

会議費 50,000 50,000 0

旅費交通費 600,000 600,000 0

租税公課 35,000 35,000 0

委託業務費 27,000 27,500 △ 500

修繕費 10,500 12,500 △ 2,000

損害保険料 4,945 4,945 0

消耗品費 40,000 48,000 △ 8,000

電灯電力費 20,000 20,000 0

水道光熱費 4,000 3,750 250

建物修繕費 162,500 112,500 50,000

雑費 500,000 550,000 △ 50,000

48,088,700 45,547,700 2,541,000

△ 8,048,700 △ 5,047,700 △ 3,001,000

Ⅱ 投資及び財務収支の部

 １ 投資及び財務活動収入

① 減価償却引当特定資産取崩収入 6,500,000 4,500,000 2,000,000

6,500,000 4,500,000 2,000,000

 ２ 投資及び財務活動支出

①  減価償却引当特定資産繰入 1,790,518 1,871,497 △ 80,979

②  固定資産取得支出 0 0 0

1,790,518 1,871,497 △ 80,979

4,709,482 2,628,503 2,080,979

Ⅲ　予備費支出 500,000 500,000 0

　収支差額　合計 △ 3,839,218 △ 2,919,197 △ 920,021

　当期収支差額 △ 3,839,218 △ 2,919,197 △ 920,021

　前期繰越収支差額 79,130,838 82,050,035 △ 2,919,197

　次期繰越収支差額 75,291,620 79,130,838 △ 3,839,218

投資及び財務活動支出　合計

投資及び財務活動収支差額

経常費用　合計

当期経常収支差額

投資及び財務活動収入　合計
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